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要約

第一胃カニューレ，肝門脈および頚動脈カニューレ

装着めん羊にサリノマイシン (SL)を給与して，第一

胃内容液性状，第一胃内，肝門脈血および動脈血中の

脂肪酸組成の変化を調べた.

第一胃内容液性状では， pH はSL投与により低く

なる傾向を示したが有意な変化ではなかった.VFA 

濃度では SL投与により，酢酸濃度が減少し，プロピオ

ン酸濃度が増加する傾向がみられ，酢酸・プロピオン

酸比は低くなる傾向があった.第一胃内の脂肪酸組成

は上清および細菌分画において SL投与により，不飽

和脂肪酸割合の増加と飽和脂肪酸割合の減少がみられ

た.プロトゾア分画では，脂肪酸組成割合に対する SL

の影響は上清および細菌分画より小きかった.また，

肝門脈血，動脈血の血築脂肪酸組成においても， SL投

与により不飽和脂肪酸割合が増加し，飽和脂肪酸割合

が減少する傾向があった.これらの結果から， SL投与

により第一胃内での不飽和脂肪酸に対する水素添加が

抑制され，このことが血液中の脂肪酸組成割合に影響

したものと考えられた.

緒 C:::I 

サリノマイシン (SL)は，Stre，ρtomyces albusによ

り生産されるポリエーテル系抗生物質で，同系の抗生

物質であるモネンシンと同様に肥育牛に投与すると，

第一胃発酵を変化させ，飼料効率を改善することが知

られている (MERCHANand BERGER ; 1985，須田ら;

1993) .この SLの飼料利用性の改善効果は，第一胃発

受理 1996年2月16日

酵でのメタンカ、、ス生成の抑制やフ。ロピオン酸生成割合

の増加を伴う (KOBAY ASHI et al. ; 1986， TERASHIMA 

et al. ; 1990). 

また，反努動物では，摂取した飼料中の脂肪は第一

胃内で、脂肪酸に加水分解され，さらに不飽和脂肪酸は

水素添加され，飽和脂肪酸となって吸収される

(TANAKA and HAYASHI ; 1971， WATANABE et al. ; 

1969)ために，単胃動物と比較して，蓄積された体脂

肪には飽和脂肪酸割合が多いことが特徴である.

WAKITA et al. (1989)は，めん羊へのポリエーテル

系抗生物質の投与が，第一胃フ。ロトゾア分画の飽和脂

肪酸割合を減少させ，不飽和脂肪酸割合を増加させる

ことを報告している.この原因として第一胃内微生物

の不飽和脂肪酸に対する水素添加作用が，ポリエーテ

ル系抗生物質の投与によって，抑制されることによる

としている. しかし，ポリエーテル系抗生物質の投与

によって変化した消化管内の脂肪酸組成が，吸収後の

血液中の脂肪酸組成割合にどのよっな影響を及ぽすか

は不明な点が多い.そこで本試験では，めん羊を用い

てSLを投与した時の第一胃内，肝門脈血中および動

脈血中の脂肪酸組成割合を検討した.

材料と方法

第一胃カニューレ，肝門脈カニューレを装着したサ

フォーク種去勢雄めん羊3頭(平均体重 48kg)を用い

た.第一胃および肝門脈カニューレは試験開始2カ月

前から装着し，頚動脈カニューレは試験当日の 8: 00 

に装着した.試験期間を SLを投与しない対照期(7日

間)と投与した SL期 (11日間)の 2期に分けた.飼

料は 1日1回10: 00に肥育牛用配合飼料 (TDN

72%) 800 gとアルフアルファキューブ (TDN52%) 
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400 gを給与し，水と固形塩は自由摂取させた.SL期

には，同種の肥育牛用配合飼料に SLを15ppm添加

した配合飼料を給与した. SL期に 3頭のめん羊のう

ち， 1頭の肝門脈カニューレからの採血が不可能と

なったため， SL期の試験は 2頭で実施した.対照期6

日目，給餌直前と 2，4， 6， 10， 16時間後に第一胃

カニューレより第一胃内容液を採取した. 7日目には

第一胃内での不飽和脂肪酸に対する水素添加をより明

確にするために不飽和脂肪酸に富む大豆油を 10%含

む脂肪乳剤であるイントラリポス (IL，ミドリ十字，

大阪)を脂肪の基質として給餌と同時に第一胃カ

ニューレから 50ml投与し，以後6日目と同様に採取

した.SL期には， 10日目に対照期6日目と， 11日目

には対照期7日目と同様に IL投与試験を行った.採

取した第一胃内容液は， pHを測定後，二重ガーゼで漉

過した後，分析まで-30
0

Cで保存した.採血は，給餌

直前と 6，10， 16時間後に行った.血液は頚動脈およ

び肝門脈カニューレよりへパリンナトリウムを入れた

試験管に採取した.採取した血液から血築を分離し，

分析まで-30
0

Cで保存した.第一胃内容液の VFA濃

度は yゲスクロマトグラフィーにより分析した.各

VFAの同定は，酢酸，プロピオン酸，酪酸をそれぞれ

50mMを含む標準液を同様に分析し，これらのピーク

の保持時聞からおこなった.第一胃内容液の分画は，

OGIMOTO and.IMAI (1981)の方法によって行い，上清，

細菌およびプロトゾア分画を得た.第一胃内容液各分

画と血築から脂質を抽出し，メチル化後ガスクロマト

グラフィーで脂肪酸組成を分析した.脂肪酸の同定は，

ミリスチン酸(C14 : 0)，ミリストレイン酸(C14:1)， 

パルミチン酸(C16 : 0)，パルミトレイン酸(C16:1)， 

ステアリン酸 (C18 : 0)，オレイン酸 (C18 : 1)およ

びリノール酸 (C18 : 2)について脂肪酸メチルエステ

ルキット(ジーエルサイエンス，東京)を標準として，

ピークの保持時間により決定した.また， C 14 : 0， 

C 16 : 0およびC18 : 0の割合の合計を飽和脂肪酸割

合， C 14 : 1， C 16 : 1， C 18 : 1およびC18 : 2の合計

を不飽和脂肪酸割合とした.得られた結果の解析は，

SASのGL乱fで、行二った.

結果

1.第一胃内容液pHとVFA濃度およびVFA組成

割合に及ぼすSL投与の影響

第一胃内容液pHに及ぼすSL投与の影響を表 1に

示した.第一胃内容液pHは，対照期， SL期とも給餌

後大きく減少し， 10時間後から増加した.pHの平均値

は対照期6.63，SL期 6.46とSL投与によって減少の

傾向があったが，有意な変化ではなかった.総VFA濃

度と VFA組成割合に対する IL投与の影響は認めら

れなかっため(P>0.05)，総VFA濃度と VFA組成割

合の結果は，対照期と SL期でまとめて示した(図 1). 
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表 1 SL投与がめん羊の給餌後の第一胃内容液
pHの変化に及ぼす影響

給餌後 対照期 SL期

時間 対照 1L SL SL+IL 

。7.03i:0.076.95i:0.05 6.91i:0.06 6.91土0.18
6 6.31i:0.34 6.06i:0.29 6 .16i:0. 52 6.02土0.43

10 6.44土0.20 6.20士0.19 5. 97i:0. 22 6 .17i:0. 48 

16 6.74i:0.22 6.60士0.15 6.83士0.14 6.48i:0.46 

IL:脂肪乳剤(イントラリポス)50 mlを給餌と同
時に第一胃内に投与

表 2 SL投与がめん羊の第一胃内
VFA濃度 (mM)に及ぼす影響

給餌後時間 酢酸 プロピオン酸 酪酸

o 35.2::!: 2.7 8.6::!: 0 . 5 9.7::!: 0 . 9 
対

照

期

つ山

A
H
A
A
b
A
U
F
O

守
l
ム

噌

B
ム

60.4士3.0 25.8士3. 0 12 . 7 ::!: 1. 2 

63 . 2::!: 3 . 4 25.1 ::!: 3 . 4 12 . 8::!: 1. 2 

65.6土1.7 22.3::!:2.7 14. 3::!:1. 0 

59.0::!:6.5 20.8士3.2 14.4::!:1.4 

48.0::!:6.0 13.9::!:0.7 14.6::!:0.6 

S

L

期

nv
ワ山

A
せ

n
b

23.9::!: 0 . 3 * 8.3::!: 1. 2 7.4土0.7

48.7::!:5.1 27.4::!:4.4 11.2::!:0.5 

56.5::!: 4.9 31. 6::!: 3.8 13.3土1.0

48.9土5. 2 * 26.1 ::!: 2 . 8 13 . 2::!: 0 . 9 

52.4::!:5.4 22.5土3.0 14.8::!:1.0 10 

16 40.0::!:4.5 16.1::!:3.1 12.5土0.8

平均値土標準誤差で示した.
*対照期と比較して有意差あり (P<0.05). 
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図 1 めん羊に対する SL投与が第一胃内総
VFA濃度， VFA組成割合に及ぽす影響
・:対照期， A:  SL期
*対照期と比較して有意差あり
(Pく0.05)
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第一胃内総VFA濃度は，対照期， SL期ともに給餌後

大きく増加し 6時間後から減少した.総VFA濃度に

は，対照期と SL期との聞に有意な差は認められな

かった.酢酸濃度は，対照期， SL期ともに給餌後大き

く増加し 6時間後から減少した.SL期は，対照期に比

べ，給餌前，給餌6時間後の酢酸濃度が有意に低くなっ

た(Pく0.05).また酪酸濃度は対照期， SL期ともに給
餌後なだらかに増加し， 10時間後から減少した.酪酸

濃度では対照期と SL期との聞に有意な差はみられな

かった.プロピオン酸濃度は，対照期， SL期ともに給

餌後増加し， 4時間後から減少した.SL期は，対照期

に比べフ。ロピオン酸濃度が増加する傾向がみられた

が，有意な差はなかった.各VFAの組成割合では，酢

酸割合は， SL期は対照期に比べ，給餌6時間後に有意

に低い値を示し，どの時間においても減少の傾向が

あった.プロピオン酸割合では， SL期は対照期に比

べ，増加する傾向があった.酪酸割合では， SL期は対

照期との聞に大きな差はみられなかった.

酢酸・プロピオン酸比は，対照期と比べSL期で低く

なる傾向がみられた.

2.第一胃内各分画の脂肪酸組成割合

上清，細菌およびプロトゾア分画の飽和脂肪酸割合

に及ぽすSL投与の影響を図 2に，脂肪酸組成に及ぽ

すSL投与の影響の例として給餌後10時間の細菌分

画の脂肪酸組成を図3に示した.上清分画では飽和脂

肪酸割合において，給餌前の対照期が88%，対照期(IL
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図2 めん羊に対する SL投与が第一胃内各
分画の飽和指肪酸割合に及ぽす影響
.:対照期， 0:対照期+IL，
...: SL期，ム:SL期+IL
*対照期と比較して有意差あり
(P <0.05) 

投与)が86.8%，SL期が72.4%，SL期 (IL投与)が

73.1%と， SL投与によって飽和脂肪酸割合が低い傾

向を示した.また給餌6時間後では，飽和脂肪酸割合

はそれぞれ72.7%，61.6%， 60.1%， 56.0%とSL期

が低い傾向を示し， IL投与によっても，飽和脂肪酸割

合が低くなる傾向を示した.給餌10時間以降では，対

照期において，飽和脂肪酸割合が著しく増加したのに

対して， SL期では，その増加程度が少なかった.給餌

16時間では，飽和脂肪酸割合は，対照期が79.9%，SL 

期が68.4%とSL投与によって，有意に飽和脂肪酸割

合が低下した.

細菌分画の飽和脂肪酸割合では，給餌前の対照期が

84.3%，対照期 (IL投与)が79.4%SL期が75.5%，

SL期 (IL投与)が75.5%と， SL投与によって飽和脂

肪酸割合が低い傾向を示した.また給餌6時間後の細

菌分画の飽和脂肪酸割合は，それぞれ82.7%，65.5%，

66.9%， 58.2%とSL期が低い傾向を示し， IL投与に

よっても，飽和脂肪酸割合が低くなる傾向を示した.

給餌10時間以降では，対照期において，飽和脂肪酸割

合が著しく増加したのに対して， SL期では，その増加

程度が少なかった.給餌16時間では，細菌分画の飽和

脂肪酸割合は，対照期が84.2%，SL期が69.4%とSL

投与によって，有意に飽和脂肪酸割合が低下した.図

3に示すように， SL期と対照期を比較すると SL期で

は対照期より飽和脂肪酸のうち C18 : 0の割合が少な

く，不飽和脂肪酸では C18 : 1の割合が多かった.

プロトゾア分画の飽和脂肪酸割合では，給餌前の対

照期が67.0%，対照期 (IL投与)が65.3%SL期が

68.6%， SL期 (IL投与)が67.4%と， SL投与による

影響はみられなかった.また給餌後のプロトゾア分画

の飽和脂肪酸割合は SL期がやや多い傾向を示し，給
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図3 めん羊に対する SL投与が第一胃内容
液細菌分画の脂肪酸組成割合に及

ぽす影響(給餌10時間後)

-87-



日高智・竹成仁史・松長延吉・左 久

餌 16時間後において，有意ではないが対照期がSL期

より飽和脂肪酸割合が多い傾向を示した.

脂肪酸組成の変化を各脂肪酸で比較すると，対照期

では給餌後16時間に C18 : 1が減少し， C 18 : 0が増

加するのに対して， SL期では C18 : 0の増加が対照

期より少なかった.

3.血液中の脂肪酸組成割合に及ぽす SL投与の影響

SL投与が門脈血脂肪酸割合に及ぽす影響を表 3

対

表3SL投与がめん羊の門脈血脂肪酸割合
に及ぼす影響(%)

給餌後時間(時間)

脂肪酸 。 10 16 

C 14: 0 0.8:t0.2 0.7士0.1 0.6:t0.1 0.7土0.1

C16: 0 18.2士0.7 20.9土0.5 19.6:t0.4 19.4士0.6

C18: 0 21.0:t1.6 22.1:t1.9 22.6:t2.3 23.0:t1.3 

SFA 40.0:t1.2 43.7:t2.1 42.8:t2.1 43.1:t0.7 

照 C14:1 0.1:t0.1 0.2土0.1 0.3士0.1

期 C16:1 2.4:t0.3 3.2:t0.4 3.0:t0.4 3.8:t0.5 

C 18: 1 29.1:t0.9 28.7:t0.4 28.6士1.1 28.1:t0.8 

C 18 : 2 28.4:t 1. 9 24.2:t 2.6 25.5:t 2.8 24.7:t 1. 6 

USFA 60.0:t1.2 56.3:t2.1 57.1士2.0 56.9土0.7
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー圃ーー--ー-ー

C 14: 0 0.7:t0.0 0.8:t0.2 0.6:t0.1 0.7:t0.0 

C 16: 0 19.3:t0.7 20.2士1.8 19.7士0.6 19.4:t0.7 

C18: 0 21.8:t2.0 23.1士3.8 22.9土2.7 22 . 3:t 1. 2 

期立 SFA 41 凶 1 44 出 2 43 出 7 42 凶 6 
C14:1 0.1士0.1 0.1:t0.1 0.2:t0.1 0.1土0.1
+ Il_ C 16 : 1 3.8:t0.2 3.4土0.7 3.3:t0.2 3.3:t0.7 
C 18 : 1 29.2:t1.4 30.5:t0.5 28.5土1.3 28. 8:t2. 3 

C 18: 2 25.1士3.6 21.9士2.2 24. 8:t3. 7 25. 4:t2. 2 

USFA 58.2:t2.1 55.9土2.2 56.8:t2.7 57.6:t0.6 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

C14: 0 0.5:t0.0 0.7:t0.0 0.7:t0.0 0.7:t0.0 

C16: 0 19.1:t1.2 19.9士1.5 20.6土o. 0 20 . 2:t 1. 2 
C 18 : 0 18.3:t1.8 19.0士1.4 18.3:t1.6 19.6:t1.3 
SL 
SFA 37.9:t0.5 39.6:t0.1 39.6:t1.6 40.5:t0.1 

C14: 1 0.4士0.2 0.4:t0.3 0.3土0.1

期 C16: 1 4.7:t0.3* 4.4士0.1* 4.7:t0.3* 4.8:t0.5* 

C 18: 1 26.9:t0.1 28.0士0.2*27.4:t1.7 27.2:t0.8 

C18: 2 30.5:t0.2 27.6:t0.0 27.9:t0.6 27.2:t0.1 

USFA 62.1士0.6 60.4士0.1 60.4:t 1. 6 59.5:t 0.1 * 

C14:0 0.7:t0.1 0.7士0.1 0.8:t0.1 0.8:t0.0 

C16 : 0 19.4土1.4 20.3:t 0 . 2 20.2:t 1. 6 20.0:t 0 . 9 

C18: 0 18.2士1.3 19.1:t1.1 19.9:t1.6 19.7:t0.4 

SL SFA 38.3:t0.2 40.1:t1.0 40.9土0.1 40.5土0.4

T cuO凶 1 0凶 2 0凶 2 0.3:t0.2 
1L C 16 : 1 5.5士0.9* 5.4:t1.0* 4.9:t0.3本 4.6:t0.1*

C 18 : 1 27.1士0.9 27.2土0.4 26.8:t1.1 28. 4:t0. 3 

C18: 2 29.0:t0.1 27.0:t1.8 26.9:t1.5 26.2士0.2

USFA 61.7士0.2 59.9:t1.0 59.1:t0.1 59.5:t0.5* 

平均値士標準誤差で示した.
*対照期と比べ，有意差あり (P<0.05) 
ほとんど検出きれなかった.
SFA:飽和脂肪酸割合， USFA:不飽和脂肪酸割合
IL:脂肪乳剤(イントラリポス)50 mlを給餌と同時
に第一胃内に投与

に，動脈血脂肪酸割合に及ぼす影響を表4に示した.

門脈血および、動脈血中の飽和脂肪酸割合の経時的な変

化は，対照期， SL期ともにみられなかった.門脈血の

脂肪酸組成割合を第一胃内容液のそれと比較すると，

門脈血では第一胃内容液に比べ，飽和脂肪酸割合が少

なく，不飽和脂肪酸割合が多かった.また，門脈血に

おいて， SL投与により不飽和脂肪酸割合が対照期に

比べ，増加する傾向を示し，給餌前および給餌16時間

対

表4SL投与がめん羊の動脈血指肪酸割合
に及ぽす影響(%)

給餌後時間(時間)

脂肪酸 6 10 16 

C 14: 0 0.7士0.1 0.7士0.1 0.6士0.1 0.8士0.1

C16・o18.9:t0.9 19.5:t0.4 18.9:t0.7 21.6:t2.3 
C18: 0 21.6:t2.2 23.3:t1.7 23.4士2.9 20.0:t1.9 

SFA 41. 3:t1. 6 43.5:t1.5 42.9士2.6 42.4:t1.1 

照 C14: 1 0.1:t0.1 0.1士0.1

期 C16: 1 2.7:t0.4 3.0:t0.3 3.1:t0.5 3.9士0.2

C18: 1 29.1:t1.0 29.2:t1.3 28.0:t0.9 26.6:t1.5 

C18: 2 26.9:t2.3 24.4:t2.7 25.8:t3.0 27.0:t1.1 

USF A 58.7:t 1. 7 56. 5士1.5 57.1:t2.6 57.6士1.1
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

C 14 : 0 0.8土0.1 0.7:t0.1 1.0:t0.2 0.8:t0.1 

C16: 0 20.4:t0.3 19.8:t0.5 19.9:t0.7 19.6士0.3

C 18 : 0 24.0:t 1. 4 23.3士3.2 23.4士3.3 22.8士1.1

期目別 45.2:t1.3 43.8:t2.7 44日 7 43.2:t1.1 
C14:1 0.2:t0.1 0.3士0.2 0.2:t0.1 

十rL C 16 : 1 3.2士0.3 3.4士0.4 3.1士0.4 2.9:t0.2 

SL 

C18・130.1士0.8 28.3士1.6 28.9士1.0 29.6:t1.5 

C 18 : 2 21.5:t1. 7本 24.3:t3.9 23.4:t3.3 24.2:t2.2 

USFA 54.8:t1.2 56.2:t2.7 55.7:t2.7 56.8:t1.1 

C14: 0 0.8:t0.0 0.8:t0.0 0.6:t0.1 0.7士0.0

C16: 0 20.5:t1.8 20.3:t1.6 20.4:t1.1 20.2:t1.2 

C 18 : 0 17.6士2.0*19.4士1.2 18.1:t 1. 7 18.7士1.5

SFA 38.9:t0.2* 40.5:t0.4 39.1:t0.6 39.6土0.3*

C14: 1 0.7:t0.1* 0.4:t0.2* 0.3:t0.3 

期 C16 : 1 5.0士0.3* 4.5士0.3* 4.5:t0.6* 4.6士0.3*

C18: 1 26.1:t0.0* 27.1:t0.1 27.0:t0.3 26.2士0.2

C18: 2 29.2:t0.1* 27.5士0.6 29.1:t0.6 29.6土0.1

USFA 61.0:t0.2ホ 59.5:t0 . 4 60. 9:t 0 . 6 60 . 4士0.3*

C14: 0 0.8:t0.0 0.7:t0.0 0.8土0.1 0.7:t0.0 

C16: 0 20.2士1.5 20.2:t1.3 20.9:t0.2 19.8士0.8

C 18 : 0 18.0土2.0*19.2:t1.9 18.7:t1.7 18.5:t1.1 

SL SFA 39.0士0.5*40.1士0.6 40.4士1.6 39.0士0.3*

型C14: 1 0凶 0* 0出 1 0凶 O

1L C16: 1 5.3:t0.9* 4.5士0.4* 4.5士0.5* 4.8士0.6*

C18: 1 26.5:t0.5* 27.9:t0.1 26.7:t0.3 28.4:t0.0 

C18: 2 29.2:t0.1* 27.1士0.9 27.9士2.6 27.5:t 0.8 

USFA 61.0:t0.5* 59.9:t0.6 59.6:t1.6 61.0:t0.3* 

平均値士標準誤差で示した.
*対照期と比べ，有意差あり (P<0.05) 
ほとんど検出されなかった.
SFA:飽和脂肪酸割合， USFA:不飽和脂肪酸割合
IL:脂肪乳剤(イントラリポス)50 mlを給餌と同時
に第一胃内に投与
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後，不飽和脂肪酸割合は SL期が対照期より有意に大

きい値を示した.門脈血の各脂肪酸の組成割合では，

SL期は対照期と比べ， C 16 : 1が有意に増加し，

C 18 : 1， C 18 : 0は減少， C18 : 2は増加する傾向がみ

られた.

動脈血の脂肪酸組成割合は， SL期では対照期に比

べ，不飽和脂肪酸割合が増加する傾向を示した.給餌

前，給餌16時間後の動脈血の不飽和脂肪酸割合は SL

期が対照期より有意に大きい値を示した.各脂肪酸の

組成割合については， SL期は対照期と比べ，給餌前，

C 16 : 1とC18 : 2は増加し， C 18 : 0とC18 : 1は減

少した (Pく0.05). また，給餌前および給餌後とも，
C 16 : 1は増加した (Pく0.05). 

考 察

OLUMEN et al. (1986)は，牛に SLを投与し，第一

胃内pHに対して SLの影響は無かったが，飼料中の

穀物の割合を増したとき， pHは減少を示したと報告

している.本試験においても， SLは第一胃内容液pH

に影響を及ぼさず， OLUMEN et al. (1986)の報告と

一致した.

総VFA濃度に対する SLの影響について，脇田ら

(1987)は肥育牛への SL投与において，総VFA濃度

に変化はみられなかったと報告している.これは本試

験の結果と一致している.

KOBAYASHI et al. (1991)は，去勢羊への SL投与

試験において，給餌5時間後の VFA濃度は，酢酸が対

照区82.5mmol/l， SL投与区76.3mmol/lでSL投

与によって減少，プロピオン酸が対照区26.0mmol/l， 

SL投与区37.4mmol/lでSL投与によって増加した

と報告している.また，脇田ら (1987)は，黒毛和種

雌肥育牛において， SL投与により酢酸割合が減少し，

プロピオン酸割合が増加したことを報告している.本

試験においても SL期において酢酸濃度が減少し，プ

ロピオン酸濃度が増加する傾向がみられたことから，

これらの報告と一致する結果であった.

第一胃内容液各分画の脂肪酸割合は SL投与により

対照期と比べ，飽和脂肪酸割合が減少し，不飽和脂肪

酸割合が増加する傾向を示したことから， SL期は対

照期に比べ，不飽和脂肪酸に対する水素添加が抑制さ

れたと推測された.

WAKITA et al. (1989)は，第一胃内細菌とプロトゾ

アに対する SLとモネンシンの影響について報告し，

SL 30 ppmまたはモ不ンシン 30ppm添加時の第一胃

内細菌分画では， C 18 : 0が減少し， C 18 : 1が増加す

ることを報告している.また， KOBAYASHI et al. (1991) 

は， SL32ppmを去勢羊に投与し，第一胃内細菌分画

のC18 : 0の減少と C18 : 1の増加を報告し，本試験

の結果は，これらの報告と一致した.

in vitroでSLを添加して，第一胃内容液を培養し，

脂肪酸組成に及ぼす影響を検討した試験(日高ら;

1994)では， SL添加により飽和脂肪酸割合が大きく減

少し，かわって不飽和脂肪酸割合が増加した結果を得

ている.各脂肪酸の組成割合では， SL添加区は対照区

と比べ， C 18 : 0の減少と， C 18 : 1およびC18 : 2の

増加が著ししこのことは SLの添加によって水素添

加が，明らかに阻害されていたことが推測される.

反努動物の第一胃内微生物による不飽和脂肪酸への

水素添加について，給餌後あるいはサフラワ一泊投与

後トリグリセリドがすみやかに加水分解され，第一胃

内には遊離脂肪酸が最も多く，経時的にC18 : 1や
C 18 : 2が減少し， C18 : 0が増加することが明らかと

なっている (WATANABEet al. ; 1969， TANAKA and 

HA Y ASHI ; 1971). 

本試験では，経時的に SLの不飽和脂肪酸への水素

添加に及ぼす影響を検討する目的でILを脂肪の基質

として第一胃に投与した.ILは精製大豆油 10%，精製

卵黄レシチン1.2%，グリセリン 2.2%を含む高カロ

リー輸液用脂肪乳剤であって，その脂肪酸組成は

C 18 : 2が最も多く 53%を占め，不飽和脂肪酸割合は

83%と高いことが報告されている(碓井;1994).本試

験において，上清および、細菌分画において IL投与に

より不飽和脂肪酸割合の増加が観察されたことは， IL 

の脂肪酸構成割合の影響によるものと考えられた.

第一胃内容液各分画と比べ，肝門脈血と動脈血の不

飽和脂肪酸割合は 20~40%大きい値を示した.阿部ら

(1976)は，乳牛の血築中不飽和脂肪酸割合は 63士8%

であると報告しており，本試験での血液中の不飽和脂

肪酸割合の値とほぼ一致していた.

田中 (1974)は小腸で脂質が消化吸収される際，混

合する胆汁中のリン脂質が不飽和脂肪酸を多く含んで、

おり，脂肪酸組成割合を第一胃内容と小指腸内容とで

比較すると，小腸内容の方が不飽和脂肪酸が多いこと

を報告している.このことが第一胃内容液と比較して，

血液中で、の不飽和脂肪酸割合の増加に影響を及ぽした

と推測された.また，反努動物においても，単胃動物

と同様に，小腸から吸収された脂質は胸管リンパ系を

通って血流中に運ばれる(田中;1974) ことから，肝

門脈血中よりむしろ胸管リンパ中の脂肪酸組成が， SL 

投与の影響を受けやすいと考えられる.

VERNON (1981)によると，反努動物ではグルコース

より酢酸が脂肪酸に取り込まれ，また体内に吸収され

たC16 : 0や C18 : 0は脂肪組織や肝臓において種々

の代謝経路で修飾され，炭素原子が付加され長鎖脂肪

酸を生じたり，不飽和化され，一つ以上の二重結合を

もっ不飽和脂肪酸を生じたりする. したがって，血液

中の脂肪酸組成の変化が，体脂肪として蓄積される脂

質の脂肪酸組成にどの程度反映されるかはよく知られ

ていない.

したがって，今後， SLを投与した後，消化管内から
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吸収された脂肪酸が，体内でどのように変化し，蓄積

するかの研究が必要で、あると思われる.
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